

































































としたことから 2018 年 2 月末時点では 94 人だっ







































難者は 5 万 4700 人といわれる。しかしこの数字
は震災があった 1995 年に他府県へ転出した人 17









年 7 月から 2009 年 3 月までの期間に登録を中止












































































































かわる全国調査を 2020 年 7 月から 9 月にかけて
実施した。調査票は福島県が復興庁の資⾦によっ
て全国の NPO らに委託をしている生活再建支援


























18％、次いで 70 歳代男性が 16％となった。避難
指示解除区域に指示されている地域からの避難者
の中で最も多い回答者は 70 歳代男性（23 .2％）で
ある。そして現在指示が出されなかった地域から
の避難者で最も多い回答者は 35 .5％の 40 歳代女
性、および 17 .3％の 50 歳代女性となった（表 1）。
回答者の震災当時の住居は福島県内が 522 件
（75％）を占めた。さらに震災前に居住していた地
域の現状では帰還困難区域は 100 件（14 .4％）で、
避難指示解除区域は 140 件（20 .2％）、避難指示区
域外（指示なし）は 417 件（60 .1％）となった。
福島県出身者に限ってみれば、522 人（欠損値
9）のうち、将来福島県へ「戻るつもり」と回答
をしたのは 130 人（25 .3％）、「戻るつもりはない」
が 324 人（63 .2％）、「不明・その他」59 人（11 .5％）
という結果となった。帰還困難区域は「戻るつも
り」19 人（19 .0％）、「戻るつもりはない」66 人































帰還困難区域 100 19 66 15
避難指示解除区域 140 27 94 19
（福島県内）指示なし 273 84 164 27



















区域 85 .9%、避難指示解除区域 85 .6％と指示なし
の 45 .5% と比較すると大変高い割合であったこと
がわかる。さらに震災後もそれらの避難区域指示
がある回答者の持ち家率は下がってはいるものの
帰 還 困 難 区 域 の 戸 建 て 71 .4 ％、 マ ン シ ョ ン
7 .1％、避難指示解除区域の戸建て 71 .2％、マン




戸建てが 25 .8％と減少した（表 4）。民間賃貸住
宅の家賃に関しては以下のとおりとなった（表






けたことがあると回答をしたのは 260 人（37 .5％）、
受けていないと回答をしたのは 376 人（54 .2％）
無回答 58 人（8 .4％）であった。補助を受けた時











全体で震災前の収入の中央値は 400 万円～500 万
















震災前 38.4％ 42.4％ 15.2％ 4.0％
2019 年度 7.1％ 31.6％ 49.0％ 12.2％
避難指示
解除区域
震災前 34.3％ 46.0％ 15.3％ 4.4％
2019 年度 3.6％ 37.2％ 44.5％ 14.6％
指示なし
震災前 28.9％ 42.5％ 20.4％ 8.3％



















震災前 85.9％ 0.0％ 6.1％ 0.0％ 3.0％ 2.0％ 0.0％ 2.0％ 1.0％
2019 年度 71.4％ 7.1％ 1.0％ 1.0％ 9.2％ 3.1％ 1.0％ 2.0％ 4.1％
避難指示
解除区域
震災前 85.6％ 0.0％ 1.4％ 0.7％ 9.4％ 0.7％ 0.7％ 0.7％ 0.7％
2019 年度 71.2％ 6.5％ 2.9％ 1.4％ 10.8％ 1.4％ 0.0％ 3.6％ 2.2％
指示なし
震災前 45.5％ 8.9％ 5.1％ 1.4％ 27.0％ 6.7％ 2.2％ 2.7％ 0.5％















震災前 3.9％ 9.2％ 9.7％ 11.2％ 17.5％ 39.3％ 6.3％ 1.9％ 1.0％
2019 年度 4.2％ 6.6％ 10.8％ 10.1％ 13.5％ 48.3％ 5.9％ 0.7％ 0.0％
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は、妊婦と 18 歳以下の子どもへの賠償額⼀人 40
万円と実際に避難をした場合は 20 万円上乗せし


































震災前 69.5％ 12.2％ 18.3％
2019 年度 27.8％ 10.1％ 62.0％
避難指示解除区域
震災前 68.9％ 17.6％ 13.4％
2019 年度 19.0％ 10.7％ 70.2％
指示なし
震災前 52.3％ 19.0％ 28.7％










震災前 4.3％ 3.2％ 16.1％ 20.4％ 22.6％ 12.9％ 20.4％
2019 年度 11.1％ 4.4％ 34.4％ 23.3％ 12.2％ 4.4％ 10.0％
避難指示解除区域
震災前 1.6％ 3.2％ 23.4％ 21.8％ 21.0％ 15.3％ 13.7％
2019 年度 8.2％ 4.1％ 38.5％ 31.1％ 9.0％ 5.7％ 3.3％
指示なし
震災前 0.8％ 2.3％ 21.0％ 30.5％ 21.3％ 11.5％ 12.6％



















































震災前 60.0％ 41.0％ 19.0％ 18.0％ 4.0％
2019 年度 10.0％ 10.0％ 24.0％ 48.0％ 26.0％
避難指示解除区域
震災前 60.6％ 33.6％ 23.4％ 26.3％ 3.6％
2019 年度 12.3％ 12.3％ 24.6％ 46.4％ 24.6％
指示なし
震災前 48.8％ 24.3％ 19.4％ 22.1％ 6.8％









帰還困難区域 39.4％ 4.0％ 1.0％ 10.1％ 14.1％ 11.1％ 20.2％ 0.0％
避難指示解除区域 47.1％ 5.1％ 6.5％ 9.4％ 10.1％ 10.9％ 9.4％ 1.4％










帰還困難区域 10.0％ 19.0％ 35.0％ 16.0％ 36.0％
避難指示解除区域 15.9％ 26.8％ 33.3％ 13.0％ 37.0％















































調なときを 10 として 10 段階で回答を得た。その










問項目すべてに回答をした 319 人（不調 123 人、
快調 196 人）を対象として IBM	SPSS	Statistics	











性別について女性のオッズ比は OR= .35 であ
り、5％水準で有意（P=0 .35）となった。このモ
デルに含まれる他の要因が⼀定の場合、男性より
も女性のほうが 2 .8 倍快調になりにくいといえ
る。次に有意差が認められたのは居住形態であ













な り や す い。 相 談 相 手 に つ い て は 家 族 は



















性別 女性 173 54.2
男性 146 45.8
現在の同居状況 単身 37 11.6
家族と同居 230 72.1
未婚の子どもと同居 52 16.3




元の居住地の現在 帰還困難区域 43 13.5
避難解除区域 56 17.6
指定なし 220 69.0

















400 万円未満 167 52.4
400 万円以上 152 47.6





B SE P OR ORの 95％
年齢 年齢 -0.06 .011 	 .571 	 .99 .97	to	1.02
性別 女性 -1.04 .30 <.001** 	 .35 .20	to	.63
男性 1
居住形態 持ち家でない 	 	 .67 .30 	 .28* 1.95 1.07	to	3.53
持ち家 1
現在の居住地への愛着 感じる 	1.49 .28 <.001** 4.43 2.54	to	7.73
感じない 1
現在の近所づきあいの程度 親しい友人がいる 	1.27 .48 	 .008* 3.58 .40	to	9.12
多少の顔見知りはいる 	1.33 .35 <.001** 3.78 1.91	to	7.50
ほとんどつきあいがない 1
相談相手 家族 	 	 .79 .39 	 .042* 2.21 1.03	to	4.75











































































































































































































































1）	 避難指示区域は 2012 年 4 月 1 ⽇に空間放射線量が年
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A Study on Long-term Evacuees of 




Many people lost their homes and hometowns to the Fukushima nuclear power 
plant accident caused by the Great East Japan Earthquake and Tsunami. Many 
of them remain evacuated. The results of the questionnaire survey of evacuees 
conducted ten years after the disaster show that their economic conditions have 
deteriorated and that they have little relationship with their neighbors. The 
survey also found that many are in good mental health even despite the harsh 
situation they have faced. This paper focuses on this aspect and examines the 
factors affecting those who are mentally healthy and those who are not, using 
SPSS logistic regression analysis. 
It has been found that the social network in which people maintain good 
relationships with their neighbors and have people to consult with is greatly 
responsible for good mental health. Support for the evacuees must continue to be 
provided based on more detailed investigation of their situation.
Keywords:
Great East Japan Earthquake and Tsunami, Fukushima nuclear power plant 
accident, wide-area evacuation, social network
